
　
最
近
、
患

者
の
振
る
舞

い
を
見
て
思

う
の
だ
が
、

時
折
「
？
」
と
い
う
よ
う
な
態

度
を
見
せ
る
患
者
に
遭
遇
す

る
。
患
者
に
し
て
み
れ
ば
、

「
患
者
は
客
だ
。
金
を
払
っ
て

い
る
の
は
俺
だ
！　
私
だ
！
」

と
い
う
気
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
医
師
も
人
間
だ
。
良
い
感

じ
は
受
け
な
い
し
、
そ
う
な
る

と
無
意
識
に
し
ろ
、
当
方
の
態

度
も
…
と
な
る
よ
う
な
気
が
す

る
。い
や
、こ
れ
は
用
心
し
た
い

…
▼
か
と
い
っ
て
、
一
昔
前
の

よ
う
な
医
師
が
決
め
た
治
療
方

針
に
も
の
を
言
う
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
、
な
ん
て
時
代
も
望

ま
し
く
な
い
。
医
療
は
一
方
通

行
で
は
成
立
し
な
い
の
だ
な
と

つ
く
づ
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
▼
患
者
の
健
康
を
守
る
た

め
に
は
医
師
の
専
門
性
に
依
拠

し
て
必
要
十
分
な
医
療
を
提
供

し
た
い
。昨
今
の「
医
療
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
」と
な
る
医
師
と「
医

療
サ
ー
ビ
ス
消
費
者
」と
い
う

患
者
の
枠
を
超
え
て
、
お
互
い

に
し
っ
か
り
対
話
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
。し
か
し
、こ

の
対
話
が
難
し
い
の
だ
。
わ
が

身
を
振
り
返
り
少
し
声
が
小
さ

く
な
る
…
▼
ま
た
一
方
で
、
日

々
の
診
療
を
振
り
返
る
際
に
は

そ
こ
に
無
駄
な
医
療
が
入
り
込

ん
で
い
な
い
か
、
自
身
を
問
う

姿
勢
も
必
要
だ
ろ
う
。安
易
に

「
無
駄
な
医
療
」論
に
乗
る
つ
も

り
は
な
い
が
、用
心
を
重
ね
、念

の
た
め
と
行
う
医
療
で
、本
当

に
必
要
だ
っ
た
か
の
検
証
は
必

要
か
も
し
れ
な
い
。「
無
駄
な
医

療
」論
に
抗
す
る
た
め
に
も
▼

時
代
、時
代
に
あ
わ
せ
て
誰
し

も
が
柔
軟
な
姿
勢
は
持
つ
べ
き

だ
が
、「
町
医
者
」の
気
概
は
残

し
た
い
も
の
だ
。︵M

ykonos

︶

　
2
0
2
5
年
問
題
に
繋
が
る

と
、
緊
張
感
を
持
っ
て
迎
え
た

今
年
度
の
医
療
・
介
護
同
時
改

定
で
あ
っ
た
が
、
細
か
な
要
件

を
満
た
し
た
上
で
の
み
認
め
ら

れ
る
〝
加
算
〞
方
式
が
多
く
導

入
さ
れ
、
診
療
報
酬
の
あ
り
方

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
同
じ
地

域
で
同
じ
内
容
の
診
療
を
受
け

て
も
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
診

療
報
酬
が
異
な
り
、
当
然
窓
口

負
担
が
違
っ
て
く
る
。
保
険
医

運
動
の
大
事
な
命
題
で
あ
る

「
一
物
二
価
を
許
さ
な
い
」
と

い
う
約
束
が
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
背
景
に
は
、
在
宅
医
療
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
機

関
を
評
価
し
、
高
報
酬
を
設
定

し
て
政
策
誘
導
を
行
う
狙
い
が

見
て
取
れ
る
。
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
・
病
院
と
し
て
往
診
を

中
心
に
医
療
提
供
を
行
う
と
こ

ろ
だ
け
で
な
く
、
一
般
診
療
所

に
も
在
宅
へ
の
参
入
を
促
す
意

図
が
見
え
見
え
で
あ
る
。

　
今
回
「
か
か
り
つ
け
医
」
機

能
強
化
加
算
が
新
設
さ
れ
、算

定
す
る
と
こ
ろ
で
は
初
診
料
が

3
割
近
い
大
幅
ア
ッ
プ
に
な

る
。評
価
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、先

日
の
当
会
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
賛
否
は
分
か
れ
、
実
際
に

届
け
出
た
診
療
所
は
多
く
な
い
。

　
加
算
要
件
の
一
つ
で
あ
る
支

援
診
・
支
援
病
で
は
、
診
療
実

績
（
在
宅
看
取
り
数
な
ど
）
の

1
月
ご
と
の
確
認
作
業
（
強
加

算
の
み
）、
基
本
と
な
る
在
宅

時
医
学
総
合
管
理
料
に
加
え

て
、
訪
問
看
護
・
リ
ハ
・
栄
養

食
事
等
の
指
導
料
、
さ
ら
に
介

師
達
が
、
例
え
ば
昨
今
の
請
求

シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
、
難
解
化

に
嫌
気
が
さ
し
て
「
も
う
止
め

た
い
」
と
呟
く
声
を
聞
く
た
び

に
、
何
が
お
か
し
い
の
か
、
ど

こ
で
間
違
え
た
の
か
と
考
え
る
。

　
保
険
証
一
枚
を
持
っ
て
行
け

ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で

も
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
日
本
の
皆
保
険
制
度

は
、
医
師
も
医
療
提
供
側
と
し

て
中
か
ら
支
え
努
力
を
重
ね
、

世
界
が
う
ら
や
む
優
れ
た
も
の

に
作
り
上
げ
た
と
誇
り
に
し
て

き
た
の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
全
国
ど
こ
で
も
公
平
公
正

な
医
療
提
供
体
制
が
実
現
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
絵
に
描
い
た

餅
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
京
都
府
は
全
国
一
、
二
の
対

人
口
比
医
師
数
の
多
い
と
こ
ろ

だ
が
、
そ
の
多
く
は
京
都
市
内

に
集
中
し
、
北
部
・
南
部
の
医

師
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て

は
、
年
齢
別
人
口
構
成
、
各
科

の
実
際
な
ど
を
勘
案
す
る
と
医

師
の
需
給
度
は
決
し
て
充
分
で

は
な
い
。
医
師
の
偏
在
を
ど
う

す
る
か
。
医
師
の
働
き
方
改
革

も
政
治
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

次
代
の
医
療
提
供
の
根
幹
で
あ

る
医
師
の
あ
り
方
を
、
し
っ
か

り
議
論
し
て
い
き
た
い
。

今
、
問
わ
れ
て
い
る
医
師
の
あ
り
方

次
代
の
医
療
提
供
を
見
据
え
て
議
論
を

護
保
険
と
の
連
携
（
居
宅
療
養

管
理
指
導
料
等
）、
時
に
は
介

護
職
員
へ
の
喀
痰
吸
引
等
指
示

料
…
。
複
数
の
医
療
機
関
の
訪

問
診
療
が
認
め
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
連
携
が

進
め
ば
進
む
程
、
そ
れ
に
費
や

さ
れ
る
労
力
は
多
大
な
も
の
と

な
る
。
地
域
の
人
々
に
医
療
を

提
供
し
貢
献
し
た
い
と
願
う
医

　
新
年
度
に
あ
た
っ
て
　

府計画に関心高いが認知度は低め
医療提供体制で地区懇アンケート

　
18
年
度
開
始
に
向
け
て
、
都

道
府
県
を
軸
と
し
た
医
療
提
供

体
制
と
医
療
保
険
制
度
の
一
体

的
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

国
が
都
道
府
県
に
課
そ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
地
方
自
治
体
に

今
後
の
医
療
活
動
に

と
っ
て
重
要
が
5
割

　
関
心
度
お
よ
び
認
知
度
の
理

由
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
今

後
の
医
療
活
動
に
と
っ
て
重
要

と
認
識
」
50
％
で
、「
自
分
の

問
題
意
識
と
乖
離
」
17
％
、

「
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と

思
え
な
い
」
14
％
、「
自
己
の

診
療
に
関
係
な
い
」
11
％
の
順

だ
っ
た
︵
図
3
︶。

京
都
市
内
で
は
地
区
の

意
見
挙
げ
る
こ
と
望
む

　
府
の
「
検
討
内
容
を
ど
う
考

え
る
か
」
を
き
く
に
あ
た
っ
て

は
、
京
都
市
は
地
域
保
健
医
療

協
議
会
に
参
加
し
て
い
な
い
た

め
保
健
医
療
計
画
の
地
域
ご
と

の
課
題
に
記
載
が
な
い
。
そ
の

た
め
、
市
以
外
の
地
域
と
設
問

を
分
け
て
き
い
た
。

　
京
都
市
内
で
は
、「
地
区
医

師
会
か
ら
意
見
を
京
都
市
に
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
」
が

44
％
で
、「
参
加
し
て
い
な
い

京
都
市
に
不
満
」
は
23
％
、

「
特
に
不
満
は
な
い
」
は
21
％

で
あ
っ
た
︵
図
4
︶。

京
都
市
以
外
で
は

5
割
が﹁
十
分
で
な
い
﹂

　
京
都
市
以
外
で
は
、
検
討
内

容
は
「
十
分
で
は
な
い
」
が
49

％
で
、「
概
ね
一
致
で
き
る
」

は
37
％
で
あ
っ
た
︵
図
5
︶。

 

︵
2
面
に
続
く
︶

　
協
会
は
2
0
1
7
年
10
月
か
ら
18
年
4
月
に
か
け

て
「
地
域
の
医
療
提
供
体
制
」
に
つ
い
て
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
各
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
に
あ

わ
せ
て
全
会
員
2
3
6
1
人
を
対
象
に
し
、
回
答
は

3
2
6
人
（
14
％
）
で
あ
っ
た
。

　
乙
訓
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員
が

生
じ
た
の
で
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
・
予
備
代

議
員
の
補
欠
選
挙
の
公
示
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
8
年

6
月
10
日
（
日
）

　
▽
締
切
日
時
＝
6
月
15
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
4

人
、
予
備
代
議
員
4
人

　
▽
任
　
期
＝
19
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

乙 

訓

よ
る
主
体
的
な
医
療
費
適
正
策

＝
抑
制
策
。
こ
れ
に
対
し
て
京

都
府
は
医
療
費
抑
制
に
は
与
し

な
い
姿
勢
で
、
医
療
計
画
や
地

域
医
療
構
想
な
ど
の
策
定
作
業

を
進
め
て
き
た
も
の
と
評
価
で

き
る
。
京
都
府
が
18
年
3
月
に

保
健
医
療
計
画
（
18
年
度
〜
23

年
度
）
を
取
り
ま
と
め
た
が
、

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
13
年
の
京

都
府
保
健
医
療
計
画
お
よ
び
17

年
の
京
都
府
地
域
包
括
ケ
ア
構

想
か
ら
医
療
圏
ご
と
に
進
め
ら

れ
て
き
た
議
論
や
課
題
に
つ
い

て
会
員
の
意
見
を
聞
い
た
。

府
の
検
討
内
容
に

﹁
関
心
あ
る
﹂
8
割
超

　
京
都
府
が
医
療
圏
ご
と
に
検

討
し
て
い
る
提
供
体
制
の
内
容

に
つ
い
て
の
「
関
心
度
」
で

は
、「
大
い
に
関
心
」
21
％
、

「
あ
る
程
度
関
心
」
62
％
を
合

わ
せ
て
83
％
が
「
関
心
あ
る
」

と
し
た
が
、
17
％
は
「
関
心
な

い
」
と
し
た
。

　
地
区
ご
と
で
は
、
下
西
、
西

京
、
亀
岡
・
船
井
が
「
無
関

心
」
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
逆
に

山
科
（
42
％
）、
東
山
、
中
西

（
40
％
）、
下
東
（
38
％
）、
舞

鶴
（
36
％
）
で
「
無
関
心
」
が

高
か
っ
た
︵
図
1
︶。

検
討
内
容
の
認
知
度
は

3
割
に
と
ど
ま
る

　
内
容
に
つ
い
て
の
認
知
度
で

は
、「
知
ら
な
い
」
が
67
％

で
、「
知
っ
て
い
る
」
32
％
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

　
地
区
ご
と
で
は
、
亀
岡
・
船

井
（
65
％
）、
与
謝
・
北
丹

（
53
％
）、
宇
治
久
世
（
43
％
）

で
「
知
っ
て
い
る
」
が
高
い
割

合
で
あ
っ
た
︵
図
2
︶。

　
理
事
長  

垣
田 

さ
ち
子

図 2　京都府の検討内容の認知度

図 3　図 1及び図 2の理由

ある程度関心 62％ 大いに関心
21％

関心ない
17％

知らない 67％ 知っている 32％

今後の医療活動に重要 50％ その他
10％

自分の問題意識と
乖離 17％

問題の解決につながらない 14％

自己の診療に
関係ない 11％

図 4　府の検討内容をどう考えるか（京都市）
地区医師会から意見を
あげられるように 44％

その他
13％

参加していない
京都市に不満 23％

特に不満はない
21％

図 5　府の検討内容をどう考えるか（京都市以外）

十分ではない 49％ 概ね一致できる 37％ その他
15％

図 1 京都府の検討内容への関心度
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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2
0
2
5
年
問
題
（
団
塊
の

世
代
が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る

の
が
2
0
2
5
年
）
が
目
前
に

迫
る
中
、
国
は
医
療
と
介
護
の

連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
が
地

域
で
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
2
0
1
8
年
の
診
療
報
酬

改
定
内
容
は
、
総
じ
て
「
入
院

か
ら
在
宅
へ
」
の
流
れ
を
促
す

も
の
と
な
っ
た
。

　
眼
科
で
は
、
検
査
で
6
項
目

20182018

診療報酬診療報酬診療報酬診療報酬
改定こうみる6

専
門
的
手
技
要
す
る
項
目
で
増
点
に

小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算
が

対
象
外
で
納
得
い
か
ず

眼
　
科 

理
事
　
辻
　
俊
明

耳
鼻
咽
喉
科 

牛
嶋 

千
久

が
新
設
さ
れ
、
4
項
目
が
変
更

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
新
設
は
光

干
渉
断
層
血
管
撮
影
4
0
0

点
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
感
度
検
査

2
0
7
点
、
前
眼
部
三
次
元
画

像
解
析
2
6
5
点
、
前
房
水
漏

出
検
査
1
4
9
点
、
眼
内
液

（
前
房
水
、
硝
子
体
液
）
検
査

1
0
0
0
点
、
涙
道
内
視
鏡
検

査
6
4
0
点
の
6
項
目
で
、
変

更
は
前
房
水
採
取
（
3
5
0
点

か
ら
4
2
0
点
へ
）
な
ど
の
4

項
目
で
あ
る
。
手
術
で
は
、
多

く
の
開
業
医
が
行
っ
て
い
る
通

常
の
水
晶
体
再
建
術
（
白
内
障

手
術
）
や
、
硝
子
体
手
術
に
は

点
数
変
更
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
水
晶
体
再
建
術
で
も
特
殊
な

も
の
で
あ
る
「
縫
着
レ
ン
ズ
を

挿
入
す
る
も
の
」
と
「
計
画
的

後
嚢
切
開
を
伴
う
場
合
」
は
増

点
と
な
っ
た
。
他
に
も
羊
膜
移

植
術
や
毛
様
体
光
凝
固
術
な

ど
、
か
な
り
専
門
的
な
手
技
を

要
す
る
十
数
項
目
で
は
増
点
さ

れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
使
っ
た
遠
隔
診
療
を
推
し
進

め
る
た
め
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
料
」
が
新
設
さ
れ
た
。
眼
科

領
域
で
こ
れ
を
算
定
で
き
る
の

は
、
難
病
外
来
指
導
管
理
料
と

し
て
網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者

　
2
0
1
8
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
料
が
新
設
さ
れ
た
が
、
算
定

可
能
条
件
と
し
て
い
く
つ
か
の

管
理
料
を
算
定
し
て
い
る
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
こ
の
中
に
は
耳
鼻
咽
喉
科

で
算
定
で
き
る
も
の
は
少
な

く
、
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法

指
導
管
理
料
も
含
ま
れ
て
い
な

い
た
め
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
に
対
す
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
使
用
患

者
も
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
外
来
に
お
け
る
抗
菌
薬
適

正
使
用
の
取
り
組
み
に
対
す
る

評
価
と
し
て
「
小
児
抗
菌
薬
適

正
使
用
支
援
加
算
80
点
」
が
新

設
さ
れ
た
が
、
小
児
科
の
み
を

選
任
す
る
医
師
が
診
療
を
行
っ

た
初
診
時
の
み
算
定
す
る
と
あ

り
、
小
児
の
急
性
気
道
感
染
症

を
頻
回
に
診
る
耳
鼻
咽
喉
科
医

は
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
納
得

の
い
か
な
い
思
い
で
あ
る
。

　
日
医
か
ら
の
最
重
点
要
望
項

目
で
あ
っ
た
在
宅
医
療
に
お
け

る
「
1
患
者
1
医
療
機
関
」
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
結
果
、
在

宅
の
主
治
医
か
ら
他
の
診
療
科

の
医
師
に
診
療
を
依
頼
し
た
場

合
に
限
る
と
い
う
条
件
で
複
数

の
医
療
機
関
が
訪
問
診
療
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
在

宅
で
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
に
よ
る

嚥
下
機
能
検
査
が
進
む
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
よ
い
。
在
宅
医
療

で
は
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法

用
治
療
機
加
算　
2
、
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｐ
を
使
用
し
た
場
合
の
1
1
0

0
点
が
1
0
0
0
点
に
減
点
と

な
っ
た
。が
、Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
用
い

て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
前
回

受
診
月
の
翌
月
か
ら
今
回
受
診

月
の
前
月
ま
で
の
期
間
、
遠
隔

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
用
い
て
療
養

上
必
要
な
指
導
を
行
っ
た
場
合

は
、
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算

1
5
0
点
が
算
定
可
能
と
な
っ

た
点
は
評
価
で
き
る
。
た
だ
し

施
設
基
準
の
届
出
を
要
す
る
。

　
検
体
検
査
の
項
目
で
耳
鼻
咽

喉
科
関
連
で
は
甲
状
腺
機
能
関

連
の
検
査
が
減
点
と
な
っ
た
。

遺
伝
学
的
検
査
が
新
設
さ
れ
先

天
性
難
聴
の
検
査
が
可
能
に

な
っ
た
。
生
体
検
査
で
は
内
視

鏡
下
嚥
下
機
能
検
査
が
7
2
0

点
と
増
点
さ
れ
た
。

　
処
置
で
は
耳
垢
栓
塞
除
去

（
複
雑
）
両
側
が
1
5
0
点
か

ら
1
8
0
点
に
増
点
、
乳
幼
児

加
算
が
50
点
か
ら
55
点
に
増
点

さ
れ
た
。
前
回
改
定
時
取
り
残

さ
れ
て
い
た
点
で
あ
り
当
然
と

考
え
る
。

　
手
術
で
は
鼓
室
形
成
手
術
が

見
直
さ
れ
、
耳
小
骨
温
存
術
3

万
4
6
6
0
点
と
耳
小
骨
再
建

術
5
万
1
3
3
0
点
に
分
け
ら

れ
た
。
人
工
中
耳
埋
込
術
ほ
か

い
く
つ
か
の
項
目
が
新
設
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
施
設
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意

が
必
要
で
あ
る
。

　
綾
部
医
師
会
選
出
の
代
議

員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候

補
者
数
は
定
数
以
内
で
し
た

の
で
、
京
都
府
保
険
医
協
会

選
挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に

よ
り
、
無
投
票
当
選
人
と
決

定
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0

1
9
年
4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

代
議
員
：
玉
木 

千
里

代
議
員 

補
選
結
果
の
報
告

綾
部

適
時
調
査
と
は

　
施
設
基
準
適
時
調
査
と
は
、

地
方
厚
生
（
支
）
局
が
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
医
療
課
長
通
知

（
平
30
保
医
発
0
3
0
5・
2
）

等
に
基
づ
き
、
保
険
医
療
機
関

に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
。

保
険
医
療
機
関
が
届
け
出
た
施

設
基
準
が
届
出
後
も
満
た
さ
れ

て
い
る
か
、
適
切
な
運
用
が
行

わ
れ
て
い
る
か
が
実
地
調
査
さ

れ
る
。

　
適
時
調
査
は
原
則
、
無
床
の

診
療
所
を
含
め
て
、
施
設
基
準

を
届
け
出
た
全
医
療
機
関
を
対

象
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
病
院
の

み
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
。

　
ま
た
同
じ
く
原
則
と
し
て
年

1
回
、
届
出
後
6
カ
月
以
内
を

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

1

　
厚
生
労
働
省
は
18
年
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
適
時
調

査
実
施
要
領
」
等
、
厚
生
局
が
適
時
調
査
を
行
う
際
の
手
順

書
に
相
当
す
る
文
書
を
公
開
し
た
。
全
部
で
1
0
0
0
頁
以

上
に
及
ぶ
膨
大
な
資
料
で
あ
る
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
こ

れ
ら
資
料
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
適
時
調
査
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
や
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
か
い
つ
ま
ん
で
解

説
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、「
適
時
調
査
実
施
要
領
」

等
は
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/seisakunitsuite/bunya/

kenkou_iryou/iryouhoken/shidou_kansa_jissi.htm
l

在
宅
医
療
で
不
足
感

高
い
の
は「
医
師
数
」

　
2
0
2
5
年
の
在
宅
医
療
等

に
向
け
て
地
域
で
困
難
や
不
足

と
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
対
応
で
き
る
医
師
数
」

が
59
％
と
最
も
多
く
、「
介
護

職
の
数
」
が
40
％
、「
特
養
等

の
介
護
施
設
数
」
が
34
％
、

「
医
療
機
関
同
士
の
連
携
」
31

％
、「
多
職
種
間
の
連
携
」
が

28
％
と
続
い
た
（
図
6
）。

　
項
目
別
に
み
て
い
く
と
、

「
対
応
で
き
る
医
師
数
」
の
不

足
感
が
高
か
っ
た
の
は
、
亀

岡
・
船
井
（
91
％
）、
舞
鶴

（
86
％
）、
下
西
（
77
％
）、
福

知
山
・
綾
部
（
74
％
）、
右
京

（
73
％
）、
相
楽
（
71
％
）、
与

謝
・
北
丹
、
綴
喜
（
67
％
）
だ

（
1
面
か
ら
の
続
き
）

が
、
低
か
っ
た
の
は
左
京
（
39

％
）、
西
京
（
33
％
）、
下
東

（
13
％
）。
府
の
北
部
と
南
部
地

域
で
不
足
感
が
高
い
の
は
、
当

然
と
い
え
よ
う
。
京
都
市
内
で

高
か
っ
た
下
西
と
右
京
の
両
医

　
「
多
職
種
間
の
連
携
」
の
不

足
感
が
高
か
っ
た
の
は
、
綴
喜

（
67
％
）。
低
か
っ
た
の
は
亀

岡
・
船
井
（
13
％
）、
相
楽
、

西
京
（
8
％
）。

　
「
特
養
等
の
介
護
施
設
数
」

の
不
足
感
が
高
か
っ
た
の
は
、

下
東
（
75
％
）、
山
科
（
67

％
）、
綴
喜
（
53
％
）、
乙
訓
、

東
山
（
50
％
）。
低
か
っ
た
の

は
福
知
山
・
綾
部
（
11
％
）、

伏
見
（
6
％
）。

　
「
介
護
職
の
数
」
の
不
足
感

が
高
か
っ
た
の
は
、
宇
治
久
世

（
57
％
）、
綴
喜
（
53
％
）
で
、

低
か
っ
た
の
は
与
謝
・
北
丹

（
13
％
）。

　
「
地
区
医
師
会
の
連
携
拠
点

機
能
の
整
備
」
の
不
足
感
が
高

か
っ
た
の
は
、西
京
（
42
％
）、

綴
喜
（
27
％
）、
舞
鶴
（
21
％
）

で
、
低
か
っ
た
の
は
下
西
（
8

％
）、
中
西
（
5
％
）、
福
知

山
・
綾
部
、
中
東
（
0
%
）。

　
な
お
、
地
区
別
の
回
答
率

は
、相
楽
（
31
％
）、与
謝
・
北

丹
、舞
鶴
（
25
％
）、亀
岡
・
船

井
（
24
％
）、
福
知
山
・
綾
部

目
途
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、

3
0
0
施
設
以
上
の
都
道
府
県

で
は
3
年
に
1
回
、
1
5
0
施

設
以
上
3
0
0
施
設
未
満
で
は

2
年
に
1
回
、
そ
れ
以
外
は
年

1
回
を
目
安
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
数
年
、
京
都
で
は
2

年
に
1
回
の
頻
度
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
厚
生
局
か
ら
の
出
席
者
は
、

原
則
事
務
官
と
保
健
指
導
看
護

師
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
新

規
個
別
指
導
と
併
せ
て
実
施
さ

れ
た
場
合
等
、
指
導
医
療
官
等

技
官
の
出
席
も
あ
り
得
る
。

（
23
％
）、綴
喜
、左
京（
17
％
）、

中
西
（
16
％
）、
宇
治
久
世
、

中
東（
15
％
）、乙
訓
（
12
％
）、

山
科
、下
東
（
11
％
）、北
・
上

東
・
西
陣
、
下
西
、
西
京
、
右

京
（
9
％
）、伏
見
、東
山
（
7

％
）
と
、
京
都
市
内
が
低
め
で

あ
っ
た
。

保険料は20%割引でお得!

○保険期間 （中途での加入も可能）

8月5日 午後4時から1年間
○会員のご家族も加入できます

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険に
ご加入ですか?

◆ ゴルフプレー中に他人に損害を与えた時
◆ ゴルフプレー中にご自身がケガをした時
◆ ゴルフ用品に事故があった時
◆  ホールインワン・アルバトロスを達成した時 など

こんな時に補償されます！

に
対
し
て
で
あ
る
。

　
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
装
用
を

目
的
に
受
診
し
た
患
者
の
う

ち
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査

料
を
算
定
せ
ず
、
出
来
高
で
算

定
す
る
の
は
、
従
来
六
つ
の

ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

新
た
に
「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
と
中
毒
性

表
皮
壊
死
症
の
眼
後
遺
症
に
対

す
る
治
療
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
を
装
用
す
る
患
者
」
が
追
加

さ
れ
、
合
計
七
つ
と
な
っ
た
。

　
外
来
に
お
け
る
妊
婦
加
算
が

新
設
さ
れ
た
。
妊
婦
を
診
察
し

た
場
合
、
初
診
時
75
点
、
再
診

時
38
点
算
定
す
る
。

　
病
院
で
の
水
晶
体
再
建
術
に

関
し
て
、
今
ま
で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対

象
病
院
で
も
出
来
高
算
定
病
院

で
も
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料

3
で
算
定
し
て
い
た
が
、
4
月

か
ら
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
は
入
院
部

分
は
包
括（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）、手
術
部

分
は
出
来
高
で
算
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
出
来
高
算
定
病
院

は
従
来
通
り
の
ま
ま
で
あ
る
。

師
会
に
は
12
月
か
ら

京
都
市
在
宅
介
護
・

医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
関

心
が
高
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

　
「
医
療
機
関
同
士

の
連
携
」
の
不
足
感

で
も
、
下
西
（
62

％
）、
右
京
（
58
％
）

が
高
く
、
低
か
っ
た

の
は
相
楽
、
亀
岡
・

船
井
（
17
％
）、
西

京
（
0
％
）。

対応できる医師数
介護職の数

特養等の介護施設数
医療機関同士の連携

多職種間の連携
訪問看護・介護
行政の人的協力

地区医師会の連携拠点機能の整備
包括支援センター

その他
0 10 20 30 40 50 60％

40％
34％

31％
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図 6 2025年に向け地区で困難、不足と感じていること
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政
府
が
例
年
6
月
に
ま
と
め

る
骨
太
方
針
に
向
け
て
、
財
務

省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
は

「
春
の
建
議
」
を
5
月
23
日
に

取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

対
応
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ

に
対
し
厚
労
省
は
、
患
者
負
担

が
過
大
に
な
る
お
そ
れ
や
国
民

の
安
心
を
損
ね
る
お
そ
れ
な
ど

を
指
摘
し
反
対
す
る
意
見
を
表

明
し
て
い
る
。

　
協
会
は
22
日
の
理
事
会
で
、

こ
の
仕
組
み
の
撤
回
を
求
め
る

声
明
を
決
定
し
財
務
大
臣
宛
に

送
付
し
た
。
声
明
は
、
貧
困
の

深
化
の
な
か
で
度
重
な
る
患
者

負
担
増
に
よ
り
受
診
抑
制
が
顕

在
し
て
お
り
、
こ
の
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
さ
ら

に
加
速
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
7
割

の
給
付
を
維
持
す
る
こ
と
」
と

し
た
2
0
0
2
年
の
健
保
法
附

則
に
も
反
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
社
会
保
障
と
し
て
の
医

医
療・介
護
費
抑
制
へ
財
政
審
が
建
議

協
会
は
給
付
率
自
動
調
整
の
仕
組
み
撤
回
を
要
請

表１　財政審「建議」の主な提言項目

表 2　安倍政権下の医療・介護の負担増等

● 医療保険の給付率を自動的に調整する仕
組みの導入
●後期高齢者の窓口負担 2割化
●介護保険の利用者負担の原則 2割化
●金融資産等を考慮に入れた負担
●薬剤自己負担の引き上げ
●受診時定額負担の導入
● 医療費の適正化に向けた地域別診療報酬
の活用

■ 70～74歳の患者負担 2割化
2014～18年度：１割→２割

■ 70歳以上高額療養費の限度額引き上げ
17年８月、18年８月の２段階で一般外来は
1.2万円／月→1.8万円／月、現役並み外来
は外来特例廃止、年収で３区分化

■ 紹介状のない大病院受診の定額負担
16年４月：500床以上
18年４月：400床以上

■ 入院時の食事療養費引き上げ
16年４月：１食260円→360円
18年４月：460円

■ 高齢者の入院時居住費引き上げ
17年10月：区分１は320円→370円、区分
２、３は200円、18年４月：区分１～３と
も370円

■ 後期高齢者の保険料軽減特例の廃止
17～19年段階的実施：所得割は５割軽減→
廃止、元被扶養者は９割軽減→廃止

■ 介護保険利用料の自己負担引き上げ
15年８月：「一定所得のある人」２割、18年
８月：「現役世代並みの所得の人」３割

■ 高額介護合算療養費制度の限度額引き上げ
18年８月：現役並みを年収で３区分化

■ 介護保険第 2号保険料への総報酬割導入
17年８月から段階的、20年４月全面実施

　
医
療
・
介
護
保
険
制
度
に
関

し
て
は
、「
持
続
可
能
性
を
確

保
」
し
て
い
く
た
め
と
し
て
23

項
目
の
具
体
的
対
応
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
中
で
、
従
来
か
ら

改
革
工
程
表
で
掲
げ
て
き
た
後

期
高
齢
者
の
自
己
負
担
2
割
化

や
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
、

地
域
別
診
療
報
酬
の
活
用
な
ど

に
加
え
て
、「
医
療
保
険
の
給

付
率
を
自
動
的
に
調
整
す
る
仕

制
度
開
始
2
年
余
り

問
題
多
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
事
業
者
に
送
付
さ
れ
る
「
住

民
税
の
特
別
徴
収
額
決
定
通
知

書
（
以
下
、
通
知
書
）」
に
2

0
1
7
年
5
月
か
ら
従
業
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
、

誤
送
付
等
に
よ
る
情
報
漏
え
い

が
京
都
府
を
含
め
、
全
国
で
相

次
い
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

は
、
従
業
員
の
自
己
情
報
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
侵
害
、
事
業
所
の

管
理
業
務
負
担
、
事
業
所
や
自

治
体
の
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
等

問
題
が
山
積
し
て
い
る
た
め
、

協
会
は
府
内
自
治
体
に
不
記
載

を
要
望
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
2
0
1
7
年

12
月
の
与
党
税
制
改
正
大
綱

で
、「
書
面
に
よ
り
送
付
す
る

場
合
に
は
、
当
面
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を
行
わ
な
い
こ
と

と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
、
府
内

の
全
自
治
体
は
、
2
0
1
8
年

5
月
か
ら
の
書
面
で
の
通
知
書

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
不
記
載
を
決

定
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
2
0

1
6
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

が
、
会
員
か
ら
は
個
人
と
し

て
、
ま
た
事
業
者
と
し
て
の
対

応
方
法
の
問
い
合
わ
せ
が
協
会

に
多
く
寄
せ
ら
れ
、
法
令
で
は

個
人
に
提
供
義
務
を
負
わ
せ
る

規
定
は
な
く
、
事
業
者
に
も
協

力
す
る
よ
う
努
力
義
務
を
規
定

す
る
に
と
ど
ま
る
旨
を
会
員
に

周
知
し
て
き
た
。
こ
こ
で
あ
ら

　
2
0
1
8
年
5
月
か
ら
、
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、
雇
用
保
険
手
続
き
に
つ
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
不
記
載
の
書
類
を
返
戻
す
る
旨
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

が
配
布
さ
れ
て
い
る
。
手
続
き
書
類
が
返
戻
さ
れ
、
申
請
の
支
給
時
期
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
加
入
者
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
協
会
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

不
記
載
を
理
由
と
し
て
雇
用
保
険
手
続
の
書
類
を
返
戻
せ
ず
、
速
や
か
に
受
理
す
る
よ

う
5
月
18
日
付
で
京
都
労
働
局
、
府
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
要
請
書
を
提
出
し
た
。

た
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

問
題
点
を
整
理
す
る
。

真
の
狙
い
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
3
分
野

で
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る

個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
活
用
さ
れ
、
行
政
の
効
率

化
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
、

さ
ら
に
公
平
・
公
正
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
と
し
て
導
入
さ

れ
た
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
施
行
前
の
法
改
正
で
、

預
金
口
座
や
医
療
分
野
の
一
部

（
予
防
接
種
と
特
定
健
診
）
へ

の
利
用
も
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら

に
国
は
、
身
分
証
明
等
と
し
て

の
利
用
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
（
健
康
保
険
証
、
印
鑑
登
録

証
、
図
書
館
カ
ー
ド
、
戸
籍
情

報
と
の
連
携
等
）、
民
間
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
利
用
（
診
察

券
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
多

機
能
化
の
推
進
、
医
療
保
険
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

等
）
を
掲
げ
、
利
用
範
囲
拡
大

を
計
画
し
て
い
る
。
国
は
、
行

政
効
率
化
や
国
民
の
利
便
性
を

名
目
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

「
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
の

企
業
の
個
人
情
報
利
活
用
」
と

「
個
人
情
報
を
紐
付
け
・
一
元

管
理
し
、
国
民
の
収
入
・
財
産

や
個
人
そ
の
も
の
の
国
家
管

理
」
を
最
終
目
的
と
位
置
付
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

医
療
機
関
の
負
担
大
き
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
拡
大
は
、
情
報
漏
え
い
の

危
険
性
を
高
め
る
。
ど
の
よ
う

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
万
能

な
も
の
は
な
い
。
万
一
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
も
、
最

小
限
の
被
害
に
と
ど
ま
る
よ
う

に
利
用
範
囲
は
限
定
す
る
べ
き

だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
特
定
個

人
情
報
と
位
置
付
け
ら
れ
、
取

扱
い
・
漏
え
い
に
関
し
て
事
業

者
に
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
医
療
機
関
を
含
む
事

業
者
は
、
事
業
規
模
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
得
、
保
管
、
廃
棄
ま
で
の
管

理
を
一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
行
政
の
効
率
化
の
た

め
民
間
事
業
者
に
経
済
的
に
も

厳
し
い
管
理
体
制
を
押
し
つ
け

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

将
来
的
に
利
活
用
を
進
め
る
こ

と
は
矛
盾
し
て
お
り
、
行
政
が

全
面
的
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で

あ
る
。

　
協
会
は
、
今
後
も
政
策
動
向

を
注
視
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

社
会
保
障
の
給
付
抑
制
や
民
間

利
用
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
に
声
を
上
げ
続
け
て
い

く
。
会
員
各
位
に
は
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
協
会
活

動
に
ご
協
力
願
い
た
い
。

組
み
の
導
入
」
を
提
言
し
て
い

る
（
表
1
）。

　
こ
の
仕
組
み
は
、「
経
済
成

長
や
人
口
動
態
を
踏
ま
え
、
支

え
手
の
負
担
能
力
を
超
え
る
よ

う
な
医
療
費
の
増
加
が
あ
っ
た

場
合
に
、
ル
ー
ル
に
基
づ
き
給

付
率
を
自
動
的
に
調
整
す
る
」

も
の
と
さ
れ
、
医
療
費
の
増
加

が
あ
っ
た
場
合
は
保
険
料
・
公

費
負
担
の
割
合
を
減
ら
し
て
患

者
負
担
割
合
を
増
や
す
こ
と
で

療
保
障
を
壊
す
も
の
で
し

か
な
い
」
と
反
対
を
表
明

し
て
撤
回
を
求
め
て
い

る
。　

　
こ
の
間
、
じ
わ
じ
わ
と

患
者
負
担
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
き
た
（
表
2
）。協
会

は
こ
の
仕
組
み
も
含
め
、

更
な
る
患
者
負
担
増
や
地

域
別
診
療
報
酬
が
実
施
さ

れ
な
い
よ
う
引
き
続
き
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

保 険 医 年 金

2018年
春の普及期間

1.259％予定利率（最低保証利率） （2018年 1 月 1 日現在）
※16年度実績：1.361％

他の資金運用商品に比べても高水準を維持 !

 三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・
日本生命・太陽生命・第一生命

引受保険会社

加入申込
受付期間 6月20日 （水） まで

※2018年 9 月 1 日付加入

月　払 1 口  1 万円
 30口限度 （月30万円）

一時払 1 口 50万円
 毎回 40口 （2,000万円）

加入
資格

加入
口数

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 6 月 1 0 日 第 3 0 2 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
不
記
載
で
も

 

雇
用
保
険
手
続
き
受
理
を

相続に向けて準備しませんか？
～「遺言書の書き方」と「生命保険の活用」～

　法的に有効で、相続時にもめない
ための「遺言書の書き方」について
の基本や留意点等を法律の専門家
（公証人）が分かりやすく解説しま
す。また、相続税対策として、ドク
ターにおススメの生命保険の活用に
ついてもご案内します。もしものと
きに備えて、何から準備をしておけ
ばいいのかと不安に感じておられる
先生やご家族の皆様は、是非お気軽
にご参加下さい。

遺言書とは…
● 遺言者の判断能力がある元気なう
ちに、準備・作成することが大切

● 一度作成した「遺言書」は、状況
の変化に応じて、作り直すことが
可能

公証人とは…
法的紛争を予防するために、遺言等
の公正証書の作成、会社等の定款の
認証等を中立・公正に担う法律の専
門家。公証人は、法務大臣が任命
し、全国で約480人います。

日　時 6月21日（木）午後２時～４時
①午後 2時～ 3時30分　「遺言書の書き方」

 京都公証人合同役場 天野 和生 氏
②午後 3時30分～ 4時　「生命保険の活用」

 三井生命保険株式会社 京都支社長 池部 宣行 氏
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ

天野氏プロフィール
長らく検事を務められ
た、経験豊かな法律の
専門家です。現在、京
都で６人おられる公証
人のひとりとして活躍
されています。

参加・お申込みは協会事務局まで ☎075-212-8877

参加費 無料

相続
セミナー



加
算
・
減
算
ば
か
り
が
目
に
つ
く
改
定

代議員月例
アンケート 110

実
施
日
＝
2
0
1
8
年
4
月
19
日
～
27
日

対
象
者
＝
代
議
員
89
人
、
回
答
数
＝
33
（
回
答
率
37
・
1
％
）

内　

訳
＝
内
科
系
57
・
6
％
、
外
科
系
30
・
3
％

2
0
1
8
年
度
改
定
、
こ
こ
が
問
題
だ

　
今
回
改
定
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
各
代
議
員
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
質
問
し
た
。

妊
婦
加
算

評
価
分
か
れ
る

　
新
設
さ
れ
た
初
診
料
の
機
能

強
化
加
算
に
つ
い
て
、
届
け
出

た
の
は
24
％
で
あ
っ
た
（
図

1
）。
届
け
出
た
方
に
、
初
診

患
者
全
員
に
算
定
し
て
い
る
か

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
に
算

定
88
％
、
患
者
を
選
択
13
％
で

あ
っ
た
（
図
2
）。

　
そ
の
他
、
初
診
料
の
機
能
強

化
加
算
に
対
し
て
「
ご
祝
儀
と

言
わ
れ
る
が
、
初
診
に
関
わ
る

労
力
を
考
え
れ
ば
妥
当
」「
1

人
当
た
り
の
点
数
は
増
加
す
る

が
、
長
期
の
受
診
実
数
は
減
少

す
る
の
で
は
な
い
か
。
地
域
包

括
診
療
加
算
を
算
定
し
て
か
ら

年
間
受
診
（
再
診
）
は
減
少
し

た
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
初
・
再
診
料
に
新
設
さ
れ

た
、
①
妊
婦
加
算
（
時
間
内
）

②
妊
婦
に
対
す
る
時
間
外
・
休

日
・
深
夜
加
算
③
産
科
・
産
婦

人
科
特
例
加
算
―
の
う
ち
、
①

②
は
標
榜
科
に
関
係
な
く
算
定

で
き
る
が
、
知
っ
て
い
る
か
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
知
ら
な
か
っ

た
方
が
30
％
で
あ
っ
た
（
図

3
）。
知
っ
て
い
た
64
％
の
方

に
、
算
定
に
あ
た
っ
て
困
っ
た

こ
と
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
特

に
な
い
62
％
、
妊
婦
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
19
％
、
問
診
で
妊

婦
と
答
え
て
く
れ
な
い
5
％
で

あ
っ
た
（
図
4
）。

　
そ
の
他
、
妊
婦
に
関
す
る
こ

れ
ら
新
設
点
数
に
対
し
て
「
複

雑
な
要
素
を
持
つ
患
者
要
件
に

加
算
を
つ
け
る
の
は
良
い
」
と

の
意
見
が
あ
る
一
方
、「
意
味

不
明
な
点
数
な
の
で
算
定
し
て

い
な
い
」「
何
の
意
味
が
あ
る

の
か
理
解
で
き
な
い
」「
内
科

外
来
で
算
定
す
る
意
味
が
分
か

ら
な
い
」
と
の
意
見
や
、「
妊

婦
に
配
慮
し
た
医
療
に
対
し
て

算
定
す
る
な
ら
分
か
る
が
、
そ

う
で
は
な
い
場
合
、
何
故
自
己

負
担
が
上
が
る
の
か
と
い
う
不

信
感
が
生
じ
る
の
で
適
当
で
は

な
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

終
末
期
の
医
療
決
定
Ｇ
Ｌ

読
ん
だ
こ
と
な
い
7
割

　
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
に
つ
い

て
「『
人
生
の
最
終
段
階
に
お

け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
等
の

内
容
を
踏
ま
え
、
患
者
お
よ
び

家
族
等
と
話
し
合
い
、
患
者
本

人
の
意
思
決
定
を
基
本
に
、
他

の
関
係
者
と
の
連
携
の
上
対
応

す
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
読

ん
だ
こ
と
が
な
い
方
が
76
％
で

あ
っ
た
（
図
5
）。
あ
る
と
答

え
た
24
％
の
方
に
対
し
て
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
思
わ
れ
る
患
者

に
対
し
て
訪
問
診
療
を
行
っ
た

際
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
上
記
の
算
定
通
知
で
示
さ

れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
対
応
す

る
こ
と
は
可
能
か
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
分
か
ら
な
い
50
％
、
可

能
だ
25
％
で
あ
っ
た（
図
6
）。

　
そ
の
他
、 

こ
の
算
定
要
件
に

対
し
て
、「
本
人
の
意
志
決
定

が
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｚ
受
容
体
作
動
薬
減
算

5
割
が
廃
止
す
べ
き

　
新
設
さ
れ
た
処
方
料
・
処
方

箋
料
の
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン

（
Ｂ
Ｚ
）
受
容
体
作
動
薬
の
長

期
継
続
処
方
の
減
算
規
定
に
つ

い
て
、
減
算
規
定
の
対
象
薬
剤

に
非
Ｂ
Ｚ
系
（
ゾ
ル
ピ
デ
ム
、

ゾ
ピ
ク
ロ
ン
、
エ
ス
ゾ
ピ
ク
ロ

ン
）
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
知
ら
な
か
っ
た
方
が
39
％

で
あ
っ
た
（
図
7
）。
現
に
Ｂ

Ｚ
受
容
体
作
動
薬
を
投
薬
し
て

い
る
患
者
を
診
療
し
て
い
る
方

は
、88
％
で
あ
っ
た
（
図
8
）。

い
る
と
回
答
し
た
方
に
、
①

「
不
安
ま
た
は
不
眠
に
係
る
適

切
な
研
修
」
ま
た
は
「
精
神
科

薬
物
療
法
に
係
る
適
切
な
研

修
」
を
終
了
か
、
②
直
近
1
年

以
内
に
精
神
科
医
か
ら
抗
不
安

薬
・
睡
眠
薬
の
処
方
に
つ
い
て

助
言
を
得
て
い
る
場
合
は
減
算

規
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
、
条

件
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
か
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
不
可
能
45

％
、
分
か
ら
な
い
31
％
、
可
能

24
％
で
あ
っ
た
（
図
9
）。
最

後
に
、
全
員
に
こ
の
減
算
規
定

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
廃
止
す
べ
き
49

％
、
算
定
制
限
は
必
要
21
％
、

非
Ｂ
Ｚ
系
は
除
外
す
べ
き
18
％

で
あ
っ
た
（
図
10
）。

　
そ
の
他
、
減
算
規
定
に
対
し

て
、「
医
師
の
自
覚
的
な
努
力

に
よ
る
べ
き
。
点
数
誘
導
は
よ

く
な
い
」「
新
規
投
薬
患
者
に

限
っ
て
制
限
す
べ
き
」「
無
制

限
に
抗
精
神
薬
・
眠
剤
を
投
与

す
る
こ
と
は
有
害
だ
が
、
す
で

に
長
期
間
服
用
し
依
存
状
態
に

な
っ
て
い
る
患
者
は
ど
う
し
ろ

と
い
う
の
か
」
と
い
う
意
見
が

あ
る
一
方
、「
妥
当
だ
」
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

「
抗
微
生
物
薬
適
正
使

用
の
手
引
き
」

読
ん
で
な
い
7
割

　
地
域
包
括
診
療
加
算
等
、
小

児
科
外
来
診
療
料
、
小
児
か
か

り
つ
け
診
療
料
を
算
定
す
る
場

合
は
、
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
に

関
す
る
普
及
啓
発
に
資
す
る
取

組
を
行
う
こ
と
が
算
定
要
件
に

追
加
さ
れ
た
が
、
参
考
と
す
る

『
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
の
手

引
き
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

方
が
61
％
お
ら
れ
た（
図
11
）。

あ
る
と
回
答
し
た
39
％
の
方

で
の
検
討
に
よ
り
、
同
年
3
月

21
日
に
指
示
さ
れ
た
「
使
用
上

の
注
意
」
の
改
訂
に
基
づ
く
改

定
だ
が
、
周
知
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
今
回
改

定
で
の
導
入
は
、
拙
速
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
妊
婦
の
外
来
管
理
に
対
す
る

評
価
は
「
妊
娠
中
に
産
科
疾
患

以
外
の
疾
患
で
外
来
を
受
診
し

た
場
合
、
妊
娠
の
継
続
や
胎
児

に
配
慮
し
た
診
療
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
等
を
考
慮
し
た
適

切
な
診
療
が
必
要
」
と
し
て
新

設
さ
れ
た
。
こ
の
導
入
の
趣
旨

を
事
前
に
十
分
広
報
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

今
後
、
協
会
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
不
合
理
是
正
要
求
お
よ
び

2
0
2
0
年
度
改
定
に
向
け
た

改
善
運
動
の
基
礎
と
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

に
、
同
手
引
き
の
内
容
を
ど
う

思
う
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
問

題
も
あ
る
が
対
応
し
た
い
62

％
、
妥
当
だ
15
％
、
不
適
切
だ

15
％
で
あ
っ
た
（
図
12
）。

　
な
お
、
新
設
さ
れ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
料
に
つ
い
て
、
届
け

出
て
い
る
回
答
者
は
い
な
か
っ

た
。
こ
の
点
数
に
つ
い
て
は
、

「
最
近
の
時
代
の
流
れ
な
の
か

と
は
思
う
が
、
医
師
の
負
担
が

大
き
い
」「
患
者
情
報
不
足
に
よ

る
誤
診
、
見
逃
し
に
よ
る
医
師

と
患
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
（
懸

念
）」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
自
由
意
見
で
は
、

「
内
科
診
療
所
と
し
て
マ
イ
ナ

ス
改
定
。
地
域
包
括
診
療
加
算

な
ど
、
時
間
外
労
働
を
強
制
す

る
制
度
は
ど
う
か
と
思
う
。
24

時
間
加
算
な
ど
ふ
ざ
け
て
い

る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

手
引
、Ｇ
Ｌ
周
知
さ
れ
ず

導
入
は
拙
速

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は

『
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』『
抗
微
生

物
薬
適
正
使
用
の
手
引
き
』
に

つ
い
て
普
及
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
が
伺
え
る
。
Ｂ
Ｚ
受
容
体

作
動
薬
の
取
り
扱
い
は
、
2
0

1
7
年
3
月
17
日
の
厚
労
省
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分

科
会
医
薬
品
等
安
全
対
策
部
会
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無回答
3.0％

届出して
いない
72.7％

届出した
24.2％

無回答
3.0％

知らな
かった
39.4％

知っている
       57.6％ 

算定患者を
選択して
いる
12.5％

全員に算定
している
　　87.5％

無回答
6.1％

知らな
かった
30.3％

知っていた
63.6％

無回答
4.8％

特にない
61.9％

問診で妊婦
と答えてく
れない 4.8％

妊婦かどう
か分からな
い 19.0％

その他
9.5％

ない
75.8％

ある
24.2％

無回答
12.5％

分からない
50.0％

困難だ
12.5％

可能だ
25.0％

いない
12.1％

いる
87.9％

分からない
31.0％

不可能
44.8％

可能
24.1％

分からない
31.0％

非ベンゾジア
ゼピン系は除
外すべき
18.2％

廃止
すべき
48.5％

算定制限は
必要 21.2％

ない
60.6％

ある
39.4％

分からない
7.7％

妥当だ
15.4％

問題もある
が対応した
い   61.5％

不適切だ
15.4％

医療安全担当者スクール
テキスト

「事例で見る医療安全対策の
心得」第Ⅱ章の完全マスター
　患者対応法のマスターを目指しま
す。レッスンはテキストのみでなく、
受講者の希望に沿った内容を含めるこ
とも可能です。例えば、自院で実際に
発生した事例を基に、テキストに沿っ
て分析・評価することもできます。
※�このスクールは、医療法で定められて
いる医療安全研修に相当します。協会
主催の「医療安全講習会」等と合わせ
て参加されれば、年２回程度と定義さ
れている研修義務がクリアされます。

●開催日時・受講回数
ご相談の上、
受講者のご希望に沿います
●受講会場
京都府保険医協会事務所
●テキスト
事例で見る医療安全対策の心得・第Ⅱ章

「医療安全対策の常識と工夫」
●受講費用　１万円
　　　　　（回数に限らず）

まずはお電話を！ ☎075⊖212⊖8877

会員医療機関限定
申込受付中！

図2 初診患者全員に算定しているか？

図1 機能強化加算届出について

  図3 妊婦加算等、標榜科に関係な
  　　く算定できることについて

図4 算定にあたって困ったことは？

図5 ターミナルケアのガイド
　  ラインを読んだことは？

図6 対応することは可能か？

図7 BZ長期処方減算規定の
 対象薬剤について 

図8 投薬している患者は？

図9 条件を満たすことは可能か？

図10 長期継続処方の減算規定について

　図11 『抗微生物薬適正使用の手引き』
　　　　を読んだことは？

図12 手引きの内容について



鶏
眼
・
胼
胝
処
置
に
つ
い
て
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Ｑ
、
鶏
眼
・
胼
胝
処
置
1
7

0
点
に
つ
い
て
、
右
手
と
右
足

に
そ
れ
ぞ
れ
処
置
を
同
月
の
別

日
に
行
っ
た
場
合
、
何
回
請
求

で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
4
回
請
求
で
き
ま
す
。

4
月
改
定
で
月
に
2
回
算
定
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
手
と
足
は

別
部
位
、
左
右
は
一
連
の
考
え

方
は
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

　
人
に
は
厳
し
く
し
た
ほ
う
が
よ

い
、
甘
や
か
し
た
ら
人
間
は
怠
け

る
―
―
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　
「
し
ご
き
思
想
」
と
筆
者
は
名

付
け
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
日
本

社
会
に
根
強
く
存
在
し
、
広
い
範

囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
苦
し
く
て
も
我
慢
し
ろ
、
と
に

か
く
必
死
に
努
力
し
ろ
、
泣
き
言

を
言
う
な
、
限
界
ま
で
頑
張
れ

…
…
。
し
ご
き
思
想
を
持
つ
人
々

は
そ
ん
な
ふ
う
に
要
求
す
る
。
彼

ら
は
「
甘
え
る
な
」「
愛
の
ム
チ
」

と
い
っ
た
言
葉
を
好
む
。

　
典
型
的
な
の
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係

で
あ
る
。
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
つ

け
、
必
要
以
上
に
過
酷
な
練
習
を

課
す
。
時
に
は
体
罰
を
加
え
る
。

　
学
校
や
塾
や
家
庭
で
も
、
い
わ

ゆ
る
ス
パ
ル
タ
教
育
の
信
奉
者
は

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　
職
場
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
き
る
背

景
に
も
、
し
ご
き
思
想
の
土
壌
が

あ
る
こ
と
は
多
い
だ
ろ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
現
場
の
こ
と
が
ら

だ
け
で
は
な
い
。
社
会
的
な
問
題

の
と
ら
え
方
に
も
、
し
ご
き
思
想

は
関
係
し
て
い
る
。

　
近
年
は
、
社
会
的
弱
者
を
た
た

く
風
潮
が
強
い
。
経
済
的
に
困
っ

て
い
る
人
々
や
生
活
保
護
の
利
用

者
に
対
し
て
「
甘
え
る
な
」
と
非

難
す
る
。
糖
尿
病
や
人
工
透
析
の

よ
う
な
病
者
に
も
「
医
療
費
を
全

額
自
己
負
担
さ
せ
ろ
」
と
い
っ
た

攻
撃
が
行
わ
れ
た
り
す
る
。

　
な
ぜ
、
し
ご
き
思
想
が
広
ま
っ

た
の
か
。
仏
教
の
一
部
に
あ
る
修

行
主
義
が
関
係
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
よ
り
、
戦
前
の
軍
部
の
組
織

体
質
と
彼
ら
が
広
げ
た
精
神
主
義

の
影
響
が
大
き
い
の
か
。

　
一
つ
言
え
る
の
は
、
し
ご
く
側

の
権
力
性
で
あ
る
。
監
督
と
選

手
、
教
師
と
生
徒
、
上
司
と
部
下

と
い
っ
た
力
関
係
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
し
ご
き
が
可
能
に
な
る
。
言

わ
れ
た
側
は
逆
ら
え
な
い
ば
か
り

か
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
自
分

の
価
値
観
に
採
り
入
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。
社
会
的
な
問
題
で

も
、
反
撃
し
に
く
い
弱
者
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
や
す
い
。

　
そ
う
や
っ
て
権
力
を
ふ
る
う
側

は
、
優
越
感
を
得
て
い
る
。
ス
ト

レ
ス
の
は
け
口
に
も
な
る
。
支
配

と
利
権
を
維
持
す
る
た
め
に
利
用

し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　
厳
し
く
つ
ら
い
状
況
に
人
を
追

い
込
む
こ
と
が
、
良
い
成
果
を
も

た
ら
す
と
い
う
の
は
、
思
い
込
み

に
す
ぎ
な
い
。
辛
抱
と
努
力
を
自

分
に
課
す
る
の
は
自
由
だ
が
、
条

件
の
違
い
を
無
視
し
て
他
人
に
要

求
し
、
他
人
を
責
め
る
の
は
、
は

な
は
だ
迷
惑
な
こ
と
だ
。

　
精
神
論
を
強
調
す
る
の
は
、
科

学
的
な
分
析
、
技
術
的
な
助
言
、

心
理
的
な
援
助
を
す
る
能
力
が
乏

し
い
か
ら
で
も
あ
る
。

　
特
に
人
間
心
理
の
理
解
は
重
要

だ
。
き
つ
い
言
葉
を
受
け
た
人
が

何
く
そ
と
発
奮
す
る
と
い
う
の

は
、
ま
れ
な
こ
と
だ
。
勉
強
で
も

仕
事
で
も
、
否
定
さ
れ
た
ら
気
分

が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。

　
人
は
、
自
分
を
認
め
て
ほ
し
い

も
の
だ
。
努
力
や
工
夫
を
評
価
す

る
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重

ね
る
と
い
っ
た
方
法
で
、
前
向
き

の
気
持
ち
を
高
め
る
ほ
う
が
、
は

る
か
に
効
果
が
高
い
。

　
障
害
者
や
生
活
保
護
の
人
の
就

労
支
援
は
、
働
け
と
迫
る
の
で
は

な
く
、
自
信
と
意
欲
を
高
め
て
こ

そ
、う
ま
く
い
く
。ア
ル
コ
ー
ル
・

薬
物
の
よ
う
な
依
存
症
の
治
療
や

生
活
習
慣
の
改
善
で
も
、
将
来
の

危
険
を
強
調
し
て
脅
し
た
り
、
失

敗
を
責
め
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
失
敗
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け

を
探
り
つ
つ
、
小
さ
な
目
標
達
成

を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
人
を
否
定
し
た
が
る
文
化
か
ら

抜
け
出
し
、
人
を
勇
気
づ
け
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
広
げ
た
い
。

「
し
ご
き
思
想
」
の
害
悪

（
70
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
経
皮
的
冠
動
脈
形
成

術（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）を
患
者
に

施
行
。
造
影
上
の
良
好

な
拡
張
と
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

（Intravascular 
U
ltrasound

）
確
認
後
に

手
術
を
終
了
し
た
。
し
か
し
、

患
者
は
翌
日
の
朝
に
左
眼
の
視

力
障
害
を
訴
え
た
。
な
お
、
患

者
は
術
直
後
よ
り
視
力
障
害
を

認
識
し
て
い
た
模
様
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ

施
行
時
に
抗
凝
固
剤
（
ヘ
パ
リ

ン
®
）が
投
与
さ
れ
て
お
り
、脳

梗
塞
の
点
滴（
ノ
バ
ス
タ
ン
®
）

求
し
た
い
―
で
あ
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
診

断
お
よ
び
手
術
の
適
応
と
手
技

に
問
題
は
な
い
が
、
説
明
は
同

意
書
の
み
で
、
そ
れ
で
充
分
で

あ
っ
た
か
否
か
疑
問
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
失
明
に
つ
い
て
は
極

め
て
稀
な
合
併
症
な
の
で
説
明

し
な
か
っ
た
。
な
お
、
事
後
処

置
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

10
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
診
断・
適
応・
手
技・
事
後
処

置
に
問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
。

患
者
側
は
失
明
に
対
す
る
説
明

が
な
か
っ
た
と
の
訴
え
で
あ
っ

た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
を
5
回
施
行
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
書

は
得
て
い
た
。
脳
血
管
障
害
に

つ
い
て
の
項
目
は
同
意
書
に
記

載
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
医
師

は
脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
説
明

し
た
記
憶
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
過
去
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
他
の
医

師
が
施
行
し
て
お
り
、
そ
の
同

意
書
や
カ
ル
テ
に
も
、

心
臓
に
関
す
る
説
明
は

記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

脳
血
管
障
害
に
つ
い
て

は
説
明
の
記
載
が
な

か
っ
た
。

　
失
明
に
関
し
て
は
稀
な
合
併

症
で
あ
り
、
脳
血
管
障
害
に
つ

い
て
の
項
目
が
同
意
書
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
に
説
明
す
る
義

務
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
来

な
ら
ば
、
脳
血
管
障
害
に
つ
い

て
も
説
明
を
し
て
、
そ
の
旨
カ

ル
テ
記
載
を
し
て
お
く
べ
き
で

が
投
与
さ
れ
て
い
た
経
緯
が

あ
っ
た
。
患
者
は
眼
科
で
左
網

膜
動
脈
閉
塞
症
と
診
断
さ
れ
、

左
眼
が
ほ
ぼ
失
明
状
態
と
な
っ

た
。
な
お
、
右
眼
に
関
し
て
視

力
は
正
常
と
の
こ
と
。

　
患
者
側
の
主
張
は
、
①
手
術

同
意
書
に
サ
イ
ン
は
し
た
が
、

口
頭
で
具
体
的
な
合
併
症
な
ど

の
説
明
を
受
け
て
い
な
い
②
失

明
し
た
こ
と
に
よ
る
賠
償
を
請

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
75

あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
説
明
義
務

違
反
を
問
う
程
で
は
な
い
と
判

断
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
調
査
の
結
果
、
医
療
過
誤
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
患
者
側

に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ク
レ
ー
ム

が
途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
た

め
、
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ

れ
た
。

医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

Ｐ
Ｃ
Ｉ
施
行
後
に
左
眼
失
明
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演 題

参加費

演 者

定 期 総 会第71回

（第195回定時代議員会合併）

7月29日（日）午後2時～7時30分

京都ホテルオークラ4階 「暁雲」
（京都市中京区河原町御池）

午後2時 ～4時第195回定時代議員会合併総 会

2017年度活動報告ならびに決算報告
2018年度活動方針（案）ならびに予算（案）

※ 各種ご参加は、6月中旬
にお送りする往復ハガキ
にてお知らせ下さい。

※ 総会議案書は 7月中
旬にお届けします。
当日ご持参下さい。

ゴリラから見た人間の健康社会
京都大学総長　山極 寿一 氏

演奏　岸本 寿男 氏

会員 1,000円　 家族・従事者 5,000円

講演要旨：人間は、ゴリラやチンパンジーとの共通祖先と分かれてから、繁殖力や共感力
を高めて家族と共同体からなる重層社会を作ってきた。しかし、近年の急激な人口増加と少
子化、情報通信技術の発達によって、身体や心と環境のミスマッチが生じている。そこで、
人間の進化の歴史を振り返って、ゴリラの目から現在の人間の暮らしを見つめなおしてみる
ことにする。そこに、人間にとって健康で豊かな未来の姿を見つけられれば幸いである。

福引き
（尺八奏者：元国立感染症研究所室長・
現岡山県環境保健センター所長 ） （株）アミスセレクト、かけあし

の会の即売会も行います

申込締切は
7月20日（金）

※ジャズスタンダード曲等を演奏

講 演 会 午後4時15分 ～5時30分

懇 親 会 午後5時40分 ～7時30分



　
太
子
館
3
0
4
0
ｍ
か
ら
八

合
目
、
こ
の
あ
た
り
で
高
山
病

の
症
状
も
そ
ろ
そ
ろ
現
れ
る
高

度
な
の
で
こ
ま
め
に
水
分
補
給

と
30
分
ご
と
の
小
休
憩
を
と
る

こ
と
を
心
掛
け
る
。

　
五
合
目
か
ら
頂
上
ま
で
の
約

半
分
ま
で
登
っ
て
き
た
こ
と
に

な
る
。

　
「
太
子
館
」
と
言
う
名
は
聖

徳
太
子
が
馬
を
駆
り
富
士
山
に

登
っ
た
と
言
う
伝
説
に
由
来
す

る
。
右
に
は
吉
田
大
沢
が
拡
が

り
、
砂
走
り
な
の
で
昔
は
こ
こ

を
下
山
路
に
使
用
し
て
い
た

が
、
1
9
8
0
年
の
大
落
石
事

故
の
後
、
立
ち
入
り
が
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
富
士
山
大
規
模
落
石
事
故
は

80
年
8
月
14
日
午
後
1
時
50
分

ご
ろ
に
富
士
山
頂
上
の
八
神
峰

の
ひ
と
つ
、
久
須
志
岳
付
近
の

岩
場
で
落
石
が
二
度
に
わ
た
り

発
生
し
た
。
直
径
1
〜
2
ｍ
の

巨
石
50
〜
60
個
が
左
右
に
広
が

り
な
が
ら
一
直
線
に
滑
り
落
ち

吉
田
大
沢
に
向
か
っ
た
。
雪
崩

の
よ
う
に
広
が
っ
た
落
石
は
本

八
合
（
標
高
3
3
0
0
ｍ
）
付

近
で
吉
田
砂
走
り
に
自
然
発
生

的
に
で
き
た
下
山
道
を
直
撃

し
、
八
合
目
（
標
高
3
1
0
0

ｍ
）
に
か
け
て
多
数
の
登
山
者

を
巻
き
込
み
、
な
ぎ
倒
し
な
が

ら
六
合
目
と
七
合
目
の
中
間
付

近
で
再
び
登
山
道
に
合
流
し
、

こ
こ
で
も
下
山
者
を
襲
っ
た
。

落
石
は
最
終
的
に
標
高
差
1
4

0
0
ｍ
を
転
げ
落
ち
五
合
目
付

近
ま
で
達
し
た
。
地
震
な
ど
引

き
金
と
な
る
事
象
は
な
く
、
突

発
的
に
発
生
し
た
た
め
ほ
と
ん

ど
身
を
か
わ
す
余
裕
も
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
被
害
は
拡
大
し
、

死
者
12
人
、
重
軽
傷
者
29
人
を

歳
、
一
緒
な
の
は
20
歳
の
初

孫
、
合
わ
せ
て
1
0
0
歳
の
記

念
登
山
に
来
た
」
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
傘
寿
氏
、
何
も
か
も

て
き
ぱ
き
、
機
敏
で
そ
つ
な

く
、
筆
ま
め
。
現
在
時
間
、
所

要
時
間
、
高
度
な
ど
を
た
え
ず

ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
い
る
。

に
行
っ
て
は
コ
ー
ナ
ー
で
待
っ

て
く
れ
る
。
何
回
も
繰
り
返
さ

れ
る
と
ま
る
で
斑ハ

ン
ミ
ョ
ウ猫（
道
し
る

べ
）
君
と
言
い
た
く
な
っ
た
。

　
し
か
し
疲
れ
た
祖
父
を
引
き

上
げ
た
り
、
お
尻
を
押
し
上
げ

た
り
甲
斐
が
い
し
く
世
話

を
や
く
姿
は
微
笑
ま
し

い
。
促
さ
れ
て
私
は
先
に

行
く
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
あ
た
り
は
、
太
子

館
か
ら
九
合
目
3
5
7
0

ｍ
ま
で
5
3
0
ｍ
も
の
高

度
差
が
あ
り
、
ジ
グ
ザ
グ

と
、
う
ん
ざ
り
す
る
も
の

の
、
な
だ
ら
か
で
、
七
合

目
の
急
勾
配
の
道
に
比
べ

れ
ば
、
歩
き
や
す
い
。
標

高
3
1
5
0
ｍ
の
蓬
菜
館

で
顔
色
の
悪
い
女
性
が
ベ

ン
チ
に
か
が
み
こ
ん
で
お

り
、
辛
そ
う
だ
。
下
山
す
る
か

ど
う
か
ガ
イ
ド
と
相
談
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
八
合
目
、
2

泊
目
予
定
の
山
小
屋
白
雲
荘
3

2
0
0
ｍ
に
立
ち
寄
り
、
余
分

の
荷
物
を
預
け
、
小
休
憩
の
後

出
発
し
た
。

　
い
よ
い
よ
日
本
で
二
番
目
に

高
い
北
岳
3
1
9
3
ｍ
よ
り
も

高
く
、
こ
こ
よ
り
高
い
場
所
は

富
士
山
し
か
な
く
な
っ
た
。

数
え
、
国
内
の
落
石
事
故
史
上

最
悪
の
惨
事
と
な
り
、
日
本
中

に
衝
撃
を
与
え
た
。

　
前
夜
の
夕
食
時
、
た
ま
た
ま

隣
り
合
わ
せ
た
老
若
2
人
連
れ

に
話
し
か
け
ら
れ
、
お
年
寄
り

の
方
か
ら
「
自
分
た
ち
は
秋
田

か
ら
来
た
。
自
分
は
傘
寿
80

「
富
士
山
観
光
協
会
の
発
表
で

は
い
ま
ま
で
1
0
0
歳
以
上
1

人
、
90
歳
以
上
10
人
、
80
歳
以

上
が
1
1
7
人
頂
上
に
立
っ
た

が
、
自
分
は
1
1
8
番
目
に
な

る
ん
だ
」
と
熱
を
込
め
て
話
し

て
く
れ
た
。
同
行
の
20
歳
の
学

生
は
足
が
速
く
、
ず
ん
ず
ん
先

　
協
会
は
、
新
規
開
業
を
考
え

て
い
る
勤
務
医
を
対
象
に
「
新

規
開
業
予
定
者
の
た
め
の
講
習

会
」を
4
月
22
日
に
開
催
し
た
。

共
催
は
有
限
会
社
ア
ミ
ス
。
1

講
目
の
「
銀
行
融
資
を
受
け
る

際
の
留
意
点
―
資
金
計
画
・
事

業
計
画
の
立
て
方
・
審
査
の
ポ

イ
ン
ト
―
」
を
京
都
銀
行
営
業

本
部
法
人
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

室
の
西
村
勇
輝
氏
、
2
講
目
の

「
初
め
が
肝
心
！
ス
タ
ッ
フ
雇

用
の
留
意
点
」
を
ひ
ろ
せ
税
理

士
法
人
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
河
原
義
徳
氏
、
3
講
目
は
、

先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
し
て
医
療
法
人
新
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
新
田
昌
稔
氏

（
綴
喜
）を
講
師
に
迎
え
た
。

　
融
資
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

の
資
金
計
画
に
つ
い
て
、
西
村

氏
は
「
現
在
は
、
開
業
を
す
れ

ば
収
入
が
必
ず
増
え
る
時
代
で

は
な
い
。
開
業
を
し
て
も
、
軌

道
に
乗
ら
ず
、
勤
務
医
に
戻
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
最
初
は
な
る

べ
く
資
金
面
で
は
無
理
を
し
な

い
こ
と
。
銀
行
と
し
て
も
リ
ス

ク
が
少
な
い
と
融
資
審
査
が
通

り
や
す
く
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

か
り
と
棲
み
分
け
を
し
た
上

で
、
ど
れ
だ
け
の
人
員
が
必
要

な
の
か
を
考
え
る
」
こ
と
が
大

前
提
。
募
集
活
動
に
つ
い
て
も

「
勤
務
開
始
日
か
ら
の
逆
算

（
曖
昧
に
何
カ
月
前
で
は
な
く
）

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
。
募
集

活
動
は
、
早
す
ぎ
る
の
も
良
く

な
い
。
採
用
日
か
ら
開
業
日
ま

で
に
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
間

に
別
の
仕
事
が
決
ま
る
こ
と
も

あ
る
」
と
注
意
を
促
し
た
。

　
面
接
に
つ
い
て
は
「
勤
務
時

間
や
給
与
額
、
身
だ
し
な
み

等
、
自
院
の
考
え
方
を
面
接
の

段
階
で
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝

え
て
お
く
こ
と
。
採
用
後
の
後

出
し
は
厳
禁
」
と
述
べ
た
。

第
三
者
継
承
の

体
験
談
語
る

　
先
輩
開
業
医
と
し
て
新
田
氏

は
、
開
業
す
る
に
あ
た
っ
て
、

「
開
業
支
援
業
者
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
抜
け
が
多
い
こ
と
も

あ
る
。
業
者
任
せ
で
は
な
く
、

必
ず
自
分
自
身
で
も
見
て
・
聞

い
て
・
調
査
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
ま

た
、
第
三
者
継
承
で
開
業
し
た

自
身
の
体
験
か
ら
、
第
三
者
継

承
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
資
金

面
で
無
理
を
し
な
く
て
良
い
こ

と
と
、
事
業
計
画
を
立
て
や
す

い
こ
と
。ま
た
、患
者
さ
ん
や
地

区
医
師
会
等
の
周
り
の
方
た
ち

と
の
関
係
も
引
き
継
げ
る
こ
と

が
と
て
も
大
き
い
」と
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
地
区
医
師
会
へ
の

入
会
と
協
会
共
済
制
度
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
参
加
者
か
ら

の
個
々
の
質
問
等
に
対
応
し
、

講
習
会
を
終
了
し
た
。参
加
者

か
ら
は
「
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
、「
医
業
若

し
く
は
歯
科
医
業
ま
た
は
病
院

若
し
く
は
診
療
所
に
関
す
る
広

告
等
に
関
す
る
指
針
（
医
療
広

告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」を
策
定
。

2
0
1
8
年
6
月
1
日
か
ら
施

行
と
な
っ
た
。

　
新
た
な
「
医
療
広
告
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
広
告
と
み
な
さ
れ
、規
制
対

象
に
入
る
。違
反
し
た
場
合
や
、

是
正
勧
告
な
ど
に
応
じ
な
か
っ

た
場
合
は
罰
則
が
科
さ
れ
る
。

　
広
告
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
内

容
は
、
▽
内
容
が
虚
偽
に
わ
た

る
広
告
▽
比
較
優
良
広
告
▽
誇

大
広
告
▽
患
者
そ
の
他
の
者
の

主
観
ま
た
は
伝
聞
に
基
づ
く
、

治
療
等
の
内
容
ま
た
は
効
果
に

関
す
る
体
験
談
の
広
告
▽
治
療

等
の
内
容
ま
た
は
効
果
に
つ
い

て
、
患
者
等
を
誤
認
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
る
治
療
等
の
前
ま
た
は

後
の
写
真
等
の
広
告
（
い
わ
ゆ

る
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
写
真

な
ど
）
▽
公
序
良
俗
に
反
す
る

内
容
の
広
告
▽
医
療
法
上
、
広

告
が
可
能
と
さ
れ
て
い
な
い
事

項
の
広
告
▽
そ
の
他
―
。

　

特
に
、「
虚
偽
広
告
」
で

は
、「
絶
対
安
全
な
手
術
」「
ど

ん
な
に
難
し
い
症
例
で
も
必
ず

成
功
」
な
ど
で
、
医
学
上
絶
対

安
全
や
必
ず
成
功
は
あ
り
え
な

い
た
め
、
虚
偽
に
該
当
す
る
。

「
比
較
優
良
広
告
」
は
、
他
の

医
療
機
関
と
比
較
し
て
自
院
が

優
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
広

告
で
「
日
本
一
」「
№
1
」「
最

高
」
な
ど
の
最
上
級
の
表
現
は

原
則
禁
止
さ
れ
る
。「
著
名
人

も
当
院
で
治
療
を
受
け
て
お
り

ま
す
」
な
ど
、
著
名
人
と
の
関

連
性
を
強
調
す
る
表
現
も
禁
止

さ
れ
た
。「
誇
大
広
告
」
は
術

前
術
後
写
真
の
掲
載
に
お
い

て
、
撮
影
条
件
を
変
え
る
な
ど

に
よ
っ
て
効
果
を
過
度
に
強
調

す
る
ケ
ー
ス
だ
。

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

自
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
再
度

ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

医療機関のホームページも
６月から広告規制の対象に
新ガイドラインで規制強化

開
業
準
備
は
医
師
が
主
体
的
に

開
業
医
の
先
輩
、専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

医療法上で広告が可能とされている事項はこちら ⬇
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/kokokukisei/
dl/jikou.pdf
医療広告ガイドラインはこちら ⬇
http://www.mhlw.go.jp/fi le/06-Seisakujouhou-10800000-
Iseikyoku/0000205362.pdf

金
融
共
済
委
員
会

（
5
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
3
件
、
加
入
審
査

7
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま

し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
に
つ
い

て
、「
開
業
＝
事
業
主
に
な
る

と
い
う
こ
と
。
事
業
計
画
は
業

者
任
せ
で
は
な
く
、
医
師
自
身

も
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
」と
強
調
し
た
。最
後
に
開

業
地
の
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
も
触
れ
、「
開
業
地
に
つ
い

て
は
、
地
縁
が
あ
る
の
と
な
い

の
と
で
は
大
き
く
違
う
。
人
の

流
れ
や
、
地
域
の
特
性
を
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
周
辺
の

既
存
の
医
療
機
関
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
開
業
情
報
も
把
握

し
た
方
が
よ
い
」
と
述
べ
た
。

　
次
に
河
原
氏
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
雇
用
に
あ
た
っ
て
「
医
師
自

身
が
や
る
べ
き
こ
と
と
ス
タ
ッ

フ
等
が
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ

1
9
8
0
年
に
起
こ
っ
た
国
内
最
悪
の
落
石
事
故

下
山
道
に
あ
る
落
石
防
止
シ
ェ
ル
タ
ー

整
備
の
た
め
に
登
山
協
力
金
は
義
務
化
に

開
業
体
験
語
る
新
田
昌
稔
氏

吉
田
大
沢
の
砂
走
り
の
事
故
現
場

山
梨
大
学 

浜
野
一
彦
氏

銷
夏
特
集
号
へ
の
会
員
の
投
稿
募
集

　
会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
随
筆
（
8
0
0

字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
締
切
は
6
月
29
日（
金
）。
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